
           

                      

外耳道温を連続的に且つ高精度に測定することで、外気温に

影響されることなく、核心温を推定することが可能な熱中症

計を提供する。  

従来、熱中症対策として、環境温度を測定するＷＢＧＴ計や簡易熱中症計が

知られている。一方、暑熱環境下における体温上昇には個人差が大きく、熱

中症予防には、環境温のみでなく、各個人の核心温を知ることが極めて重要

である。核心温としては、食道温、直腸温、鼻腔温などがあるが、鼓膜温が

最も簡便である。しかしながら、外気温の影響を受けやすい等の課題があっ

た。 

試作機による実用化試験はある程度終了しているが、製品化に向

けた課題が残されている。 

外耳道上の複数の測温部から得られる測定値をもとにして外気温が外耳道温

へ及ぼす影響を補正し、推定された鼓膜温と核心温の関係から熱中症を予測

する技術である。 
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